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11月３日（日）九州最大級の参加者
数となった第６回尚巴志ハーフマラソ
ンin南城市が文化センター・シュガー
ホールを発着点に開催されました。
曇り空が広がり、ランナーにとって

は走りやすい天気となり、ハーフ、
10d、３dの各部に分かれ、総計6,463
名のランナーが絶景を楽しみながらゴ
ールを目指しました。
完走率、各競技優勝者は以下のとお

りです。
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放牧により育てた健康な豚を食し、食の大切さを学ん
でほしいと南国放牧豚を飼育する株式会社ＰＰＬジャパ
ンと沖縄販売店の（有）三大食品から11月８日（木）久
高島留学センターと島添の丘へそれぞれ30oの肉を寄贈
があった。
久高島留学センターと島添の丘では、利用方法は具体

的には決まっていないが、しゃぶしゃぶや焼き肉など
色々な方法で食べ、子ども達に養豚と放牧豚との違い、
飼育から食べるまでの流れなどを学んでもらう。

2三大食品の普天間 邦光取締役専務は「今後は、教
育委員会とも連携し、子ども達の食育にも関わっていき
たい」と話した。

第１回南城市壮年スポーツ大会（ソフトボー
ル競技）が10月21日（日）･28日（日）に行われ
た。
秋風の下、35歳以上の壮年を対象に31チーム

が参加し、全52試合の熱戦が各会場で繰り広げ
られ、好プレー･珍プレーが飛び出し大いに盛
り上がった。スポーツレクリエーションを通し
て、地域及び世代間の交流を図り、自己の健康
増進、参加者相互の親睦と融和を深めた。
優勝は、船越チーム、準優勝は島袋チームと

なった。

仲程区では、財団法人自治総合センターが宝くじの
普及広報を行う事業の一環で地域の健全な発展を図る
ことを目的とする平成19年度自治宝くじ助成を受け
て、老朽化により支障が出ていた放送設備や掲示板を
整備した。
これにより、区民への情報発信が充実し、今後の地

域コミュニティの更なる活性化が期待される。

10月13日（土）から15日（月）までの３日間、秋田県
で開催された第７回全国障害者スポーツ大会「秋田わか
杉大会」に沖縄県選抜選手団として山川淳二選手（佐敷）
と並里盛栄選手（大里）が出場した。
山川選手は陸上競技の車椅子100メートルと棍棒なげで

金メダルを獲得し、並里選手はアーチェリー競技に出場
し銅メダルを獲得した。
沖縄県選抜選手団は、金メダル10個、銀メダル６個、

銅メダル４個、計20個のメダルを獲得し大健闘した。並里盛栄さん 山川淳二さん
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11月13日（火）南城市より諮問を受けていた南城市文
化センター運営審議会よりシュガーホール活性化計画に
ついて答申がされた。
南城市文化センター運営審議会では、平成17年度から

２か年かけてまとめた「シュガーホール施設評価調査」
に基づき、シュガーホール活性化計画作成のための専門
部会を開き議論を重ねながら作成した。
答申を受けた古謝市長は「活性化計画をもとにシュガ

ーホールを南城市、又は沖縄県の文化拠点として発展さ
せ、地域の活性化にもつなげたい」と話した。
シュガーホール活性化計画については、観光・文化振

興課（文化センター）で閲覧することができる。

10月19日（金）Army Community
Group Okinawa(ACGO)から久高小
中学校へ英語本の寄贈があった。
今回の寄贈はNPO法人琉米歴史

研究会の仲介で、当日は、ＡＣＧＯ
代表のDebbie Maraia（デビー マ
リア）さんを含め４名が贈呈式に
出席した。贈呈冊数はABCの絵本
やディズニー関係の絵本、雑誌、
サイエンス関係本など計500冊。
生徒を代表して内間徳也君（中

学３年生）は「今回、いただいた
本をみることで、もっともっと英
語を読めたり、話したり、書けた
りできるようになれたらいいなと
思います。」とお礼を述べた。

11月1日（木）ブラジル南城市
民会事務局長の新垣源三さん（知
念字久手堅出身）とご家族７人が
南城市を訪問し、市長と懇談した。
サンパウロ市在住の新垣さん

は、「自分が生まれた故郷に子供
達と一緒に訪ねることができて本
望です」と話した。
来年は、日本からブラジルへの

第１回移民からちょうど100年。
移住者のふるさとを想う熱い気持
ちを大切に、南城市とブラジルと
の交流は続いていく。

10月29日（月）佐敷中学校吹奏
楽部が11月３日（土）に行われた
第13回日本管楽合奏コンテスト全
国大会出場の報告のため、市役所
を訪れ練習の成果を披露した。
コンテストには、全国から応募

されたテープ審査を通過した16校
が参加、沖縄県からは佐敷中学校
の１校だけ出場することになった。
瀬底愛理部長（３年生）は「コ

ンテストでは、支えてくれている
家族、地域の方々に感謝しながら
悔いの残らない演奏をしてきたい」
と決意を述べた。
全国大会での結果は、優秀賞と

なった。
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